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TheSangha deservesthetitle nL2-bun solong asitremainsHpure."In
traditionalThailand,the"purity"ofreligionismeasuredmainlyintermsoftile
strictnesswith which therulesofthe Vinayaareobserved. IftheSangha
becomescorrupt,itisnolongerregardedasnd-bun;soitcannotattracteco･
nomicsupport,andBuddhism declinesforlackofsubsistence.










は じ め に
タイ国王は,伝統的に ｢宗教の擁護者｣(akkhamah云sasanapathamphok)と規定されてい
るol)ここで ｢宗教｣(sasana)とは,｢仏教｣(phutthas云sana)に外ならない｡2) したがって,











を用いて,ラーマ1世王 (1782-1809)における仏教 ｢擁護｣の貝体的検討を通 して,サンガ
と同上との関係を考察することをそのE潤 とするものであるo
l 史 料 に つ い て
ラーマ1冊期のサンガに関する史料としては,つぎの4秤の文献が基本的重要性をもつ｡
(l) KotPhrasongn互押す=日はT
1782年から1801年の問に発せ られたJツ下の10篇o)71JL告であって, KotPhrasong ない しは
KotmaiPhrasong(プラドレ一木)と題して,.F三印法典｣‖こ収録されているo 発布の時期が
いずれもラ-マ1仲千の治世中に合まれ, .F三印法典 ?ー成立の時期 (1805)に近接 しているこ
と,および用いられている暦法も7f･確であることから見て,テキス トの信悪性は,『三印法典Jq
の中でも,もっとも高いもののひとつと言えよう｡
1)たとえば ｢サンガ令｣第1 KotmaiTraSam Duang nfjMm Um 1日1LL何つ8 vol.4,p.164(Jl下
KTSD と略すOなお本稿では,入手の使を考え,ページ数はすべてクルサパー本のものを示した｡)
2)近代憲法においてほ,S豆san畠の意味が拡張されて,｢タイ人-鶴 の信奉する宗教｣と解釈されろように



































































トに,プラヤー ･パ リヤ ッタンマタ-ダーのタイ語対訳をそえた刊本が,1923年,チュタ- ト
ウタラ-デ ィロック親王の葬儀の引出物として,バ ンコクで刊行された｡9)
(4) Tamnaeng Phrarachakhana naiKrung n(-)k Krung khrang Krung Haw
moIL川N'MTと- 1Rmn 町 棚 nn押品 両 1 ｢アユタヤ酬 曽位録｣
アユ タヤ朝末期 の サ ンガの組･織 を知るための基本的史料である. ラ-マ 1世ない し2世
当時 の写本 と推定 されるものの全文が, ダムロン親王著 『サンガ小史』 (円1m … ご示柑1m,




以上の同時代史料のほか,｢御親筆本年代記｣(1855隼)… , ｢1世二王年代記｣(1869/71)12) 皮
ども,ラ-マ1世時代のサンガ研究には不TTl欠o)史料である｡
Jl サ ン ガ の 組 織
1. Dela IJOubE,reは,｢~シャム一日服し｣(1691)U)中で,l'i時U)タイに ｢森に住む僧｣と
｢町に住む僧｣という,2種uJ僧侶が 存在 して いたと書いているが'M,これは, ｢ァランヤワ
-シ-｣と rカーマワ-シ ｣ー0)Lx:/Jlに対応する もU)と考えられる｡-41上述 した ｢アユタヤ軌
僧位録｣は,アユタヤ末期のサンガの組織を,次ページのように表示 している,Jl5)
こU)表は,アユタヤ末期においても,タイU)サンガが ｢ヵーマワーシ ｣ーと rアランヤワ-
シ ｣ーに2分されていたことを示 していろ, ｢アランサワーシ-J に-ついては,同じ ｢アユタ
ヤ僧位録｣の中に,｢ワッ ト･ボー トラーチャデーチャ (7Lmh諭 1別M と)0)プラプッタ-チャ
■′
ーン (附とYJ.rl61可17日)は,アランヤワ-シーU)チャオカナ ･クラ-ング (chaokhanaklang
8) m.1丁8 :1923(1),p.15
9)所論 附諭 Tm諭 附叩 帆満 目1諭 冒8,絹 urJ詞′- ･1/Jm諭 雨 um 即 "弓血 n.…Ⅵ1,
2466(1923)
10) pl.178 :1923(2),p.32


































一方,｢カーマワーシー｣についてみると, これには ｢左部｣と ｢右部｣の別がある｡ ここ







のぞ くと,すべて Krom PhraKalah6m 所管のいわゆる ｢南方諸国｣(mdangtai)および
Krom PhraKhlang所管のタイ湾沿岸諸国に対応するのである｡18)
ラタナコ～シン期に入ると,カーマワ-シー左部 ･右部という区分は消失 し,かわって ｢北
方部｣(khananda),｢南方部｣(khanatai)という新区分があらわれる｡19) これはおそらく,





本年代記｣の記述を裏付けるものである｡ (耶ご71qM 所1つ附門前耶ご71q崩mm1Ld引1,niれm l1
(1m言… 1円;),1962･pp･206f･なお Wales:1965,p･241参照)｡アユタヤ時代の統治区分にかんし
ては,拙稿 ｢アユタヤ王朝の統治範囲を示す 『三印法典』中の3テキス ト｣ 『東南アジア研究』第6巻
第2号 (1968年9月)pp.135-164,とくに pp･156f･参照.
19) で川M _Pl.178 :1923,passim.
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蓑 左右のカーマワ-シーに属する諸国の リス ト
カーマワ～シ-左部 l カーマワ-シー右部













































































から欽賜名 (ratchathinnanam Tl満 帆1m)が与えられていた.21)
これらの6名につづいて,欽賜名に thammaという譜を持つ ｢タンマ位](°hanthamma),
同じく thepの入る ｢テ-プ位｣(°hanthep),ratchaのつ く ｢ラーチャ位｣(°hanratcha)
′ 1962,pp.28ff.20) 爺Ⅵnn8月:
21) 紬 M 一m.1TJ:oP.cit.に基づき作成O
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の thananukrom mul叩 引 (従憎)をもつことが許されていた｡



















ワット･ポーターラームの荒れ果てたさまをみそなわ し,これを修復 して旧に倍する麗 しい伽
藍を建てようと思い立たれた｡ 起伏一様ならず,水溜りの多い境内は,20,000人を徴発 して土















上地と労働力 とを寄進するの/J打つねとした｡ これが ｢寺領地｣(th(-)ranisongBi元日は'/)と,｢寸
奴坤｣(kh豆plrai/lY17とy(-)mSOng右仙郎TJ')である｡｢寺敵地｣とは,国王によって,特定の寺院o)
貢]圭として下賜される土地 (石高u17'¶1)であって,その 土地から生ずる収益は, すべて所有
者たる､鞘封こ帰属 した｡ ｢寺奴始り とは,特定uj対抗に隷属 して,その 使役に服 し,また ｢寺
領地｣の耕作を行なって,寺院に所属する僧侶の食糧を生産するため,国王によって寺院に寄
進されるところ0)一郎の男女を指す｡通常25家族以上が寄進された｡ ｢寺奴牌｣は,寺院に帰
属する払奴碑 という意味で IL-,k wat とも呼ばれ,またサンガに隷属する一族と言う意味で
Phuaksamanakhruaとも呼ばれた｡｢寺奴碑｣は,守(狛 こ｢絶対的に｣(detkhat)隷属する
持味U)ブル-プであって,[哨 三の歳役(kendt-lan),貢納 ((kensuai),兵役および雑徐 (k百n
khaw rapr(-1tChakEln)からすべて免除され,寺院の用役にのみ したがった.25)













































代記｣にはこの間の事情を つぎのように しるしている｡ ｢なお また, トンブリ王の御代には
rach云khana,than豆nukrom,parian らが,役人同様 biawatを受けていたが, (1世王は)こ
の慣行を不適当と思 し召され,(これを廃止 して,代りに)月々 nitayaphatを下賜されるよう
改め給うた｡｣32)






DelaLoubとre は,僧侶の享受 した大きな特権として ｢6カ月の揺役から免除される｣こ
とを挙げ,こうした特権階級の人数を減らすため,時折り,僧たるにふさわしい知識の有無に



















































































うことによって,善果をもたらすところの最上の田｣ し小品 umL揃 っ1附= 小品 u諭 Srn'1n1-
1u描uL茄ul苗最 卵=1mvLnq例日田山 首u別1∩ たるべきものであり4),サンガをか くあらしめんがため
qt'qL
にこそ,｢御内借の寸は り,多額の≪四資具≫をサンガに寄進｣するのであった｡45'(LM甲州 附 8
mとTl最 前1品 ｢｡耶ご71仰 lw山 繭 mnL最 中 前- 口つ1州 とnn) しか し同時にまた, ｢首都
の内外,諸国にあるサンガが,正 しく戒律を遵守するよう教戒 し給う｣のである｡46)
LL∴.ihrl}=∴ l;工 1-1町 心 .LL･:～.LJ:I.1･･工 ･:･r.:::.--I:- -∴､芦･･･､･tMN,Z･-･:JF一‥.:J-･'-･㌧∴いい二日




本節においては,｢サンガ令｣を 中心とする 『三印法典』のテキス トに即 しつつ,1世王に
●●●
おける仏教 ｢擁護｣の,制裁的側面を検討 したい｡
さて,1世1=.にとって,｢仏教とは戒と同義｣附とnm n痛 っ言弓1肌詣巌1mと… ul)47'であり,
｢ビクの宗教は,その持戒の正 しさにかかっている｣ (nul附とnqnYm川すご侶m n叩 四 m8㌔附 1仰
■=ゝ
轟 1mと狛約1品 句恒 1品 148'のであった｡｢サンガ令｣全10荒は,持戒の衰微に対する王の慨
咲,教戒,破戒僧に対する警告と断罪の記事によって満たされているといっても過言ではない｡
サンガにおける持戒の弛緩をもたらしたものは何であったか,王はその原因を,新参のビク
の教育をなおざりにした責任ある僧の怠慢にあるとし,これを非難 した〔 ｢今 日,ビクは持戒
をなおざりにし,互いに教戒 し合う努力を怠っている｡ひとたび得度を与えれば,その新参僧
を,まず和尚の手許にとどめおいて監督するという責任を果たさず,気ままに放浪することを許
している｡｣(uMqn廿叫 nT品 ご耶ごろ1山浦 前 石1巌 弟品Lmdm晶 扉1甘最Ina･1諭 諭 n-1/lL1
前nd完1斉描 廿血 uql描 一両Rm州 別円押 了ごn｣而 可17m'fm 田端 L崩ml諭 症1川轟 ‥ .)49)I
しか し,ビクとして具足戒を受けた者はまだよいほうであった｡ 中には20才を越えていなが
らサ-マネ-ラの身分にとどまって寺院の規律を乱す者が多数存在 した｡ これ らの ｢成人 した
サ-マネーラたち ｣ (menyai) の存在を放置してお くことは, 世人の信仰の障害のもととな
り,ひいては仏法oj衰微に つらなるものであるから,ただちに排されるべきものであった｡













伽 ∩山- 1血 流 前 uqvL品 山肌 揃q'･- nvltL肘 川し叫 偏 1両 岬 M L描 品っ品 っ1T













(u… 九品ul山と｡171町 南山 田18℃18歳 附と抑 しっ硫 附 ql即 競1品 つ1滴 しっ諭 揃 LU… TM 17とつと1-
巾は1udnvM '1悶∩… 88品m 仙 nM川式1mv m とMu:由比の品 ul由 mnm損 1し言… Tn m 鞄 nl緑
j' q′d勺
uJf)的1刈山田;i)ULmml化∩田f]TJ L前 nd別1盲1LV18品 M.rlPl田∩Ⅶごuf)8m 1諦 1 川TJLtPi田1Sl鮒17L田Mm m m蒜の
浴:･緑 !J揃 1.･ n'lchly.･51-,lf.- 'uLtq.i.A.･':;里 Wh .A,心 ミ… 1- :677M r.M- L･'.'jLi､nlJti;,･7･･J.
I/ 〉 とo
揃 7ごM u:ilu朋Ⅵ了と閃 丁… 机 1 u約1脚 甲州 M l¶1qm ln訓 鵬1L帆 ｣笥流し流 1m m とM m mLm Tm



































I.L:.,A.:.… l･;｣寸 - 壷 -,･･-:､-･‥:I:.･､い∴ ･日 吉 いI.:.lm r.'t･r.t･.∴ ,一心 ∵ミ∴ 一m ;I.:･t,･l･;:.rmiI･･L-･･
Lmnl的 1日L田∩証 し石肌百日 式1桁 誼 附弓っ丁 [m 01鯛 m舶 m "d句um im7 1山1品血 日清n最 auv11抽
ri-,.･J/mi前 ､･･.雨 .･:J.:rl隼 ･.I-L･.:;･.'こp･i;二･JL･JL,r･･p∴l∴諒 ･L二… ･上 1:!･..-.L･=:- ･け 1-LEm 一･t･JU･.:･コー小 二～
81前 lLm … Lmn笥∩拓 ｢｡nlTm l再 と… 1仰 再 1叩棚 品 種 叩 ∩言w a'- vnm m 1五 品 ∩包内ヨU痛 -
前 端1摘 朋 11品 U L揃 諭 偏 つ的 丁と｡つ諭 し冒m '1笥∩示つ壷 ∩描 掃 .臼附 壷 前 日1描 ud石 8q 1
｡i, .d レ d3
高 石前 編 可17m瑞 前山諭 し仙 揃 mn nunm 句読 山川田1諭 附 川つ｡榊 は甲田刊u川扇 1Lm 仙川1町 nm




Tmlml'wm u諭 M n;lu弓舶 仙 Lm 前 項 品 m露1弓っ丁細 れ 諭 円耶 1m岬と繭 とmSn'1L… 冒比細 流 別宅
中的試論 8日1血 山川m召捕 叫 nmt- 1川つ∩坤 血 u郎 叩 Vm句dM 山諭 晶 ∩恒 1山前 打順薄緑 18
.y
1"'円1夙{mR品 8円押 冒瑚 UU,諭 誼 お品明 し扇了諭 し蒜TnTIM ln叫 叩 ご71つ1- 1川つ南1m∩- 了叩 6-
L苗W1- の∩ご痛 附加 油 壷 附 壷 nTと岩石叩甘明叩つn玩 石川丁叩 肌1nu前甲 仇 L仙mnrn田18九品 ny11
品8日円8品 由 - Um石nl nm8昌諭 押 宇内洲 1流 石っ諭 8鵬瑞 の可刊と71つ1V al由 mnLm uvn示つの¶
才











仙ご九 fよ 砧 1品 RnL- - 右 - 1封品 t- 丁叩 桝 1nna1" 同相 m m 宮前 田端 ｡丁捌
t諭 73品 aluL閃し弟前句前石tM 荊 親 杭 L仙 揃 '- m召捕 細 川叩 uMvl霜 油 LTIL血 石肌 召…
I: <E ～ I,
品 … 1m- 附- 8- 別電nm 岩肌 1m ln言n¶1ML… 71石∩… nlm 叩 百… ul嗣 仙 細 山と廟 1m
miltuu紬扇 の円つ1品 17 品 前nT諦 前剖nT諭 五 百nn画 伯とm mnJ LlJ廟 帆 つ 附 加 048ヽ
a,m 山 晶 ...) 55)iT
サンガは,戒律にしたがって自らを治めるところの 自治 団体であって,｢もし破戒のビクを
見るときは,互いにいましめ合い,制裁を下 し,戒律にしたがって処分する｣56)
(品 MN1.1可と"～- 露∩¶前 門 1日論 うInal1つ前損 叫 ∩廿11Ⅵ廿諭 し以前 L盲端 召uhna'1つ… 耶 =弓1両1
のが建前であった｡｢サンガ令｣第7では,サンガ内部の争いの調停のため,国王に直訴する












を行なって (サンガの)混乱を収拾 し給うたのであった｡その後第 2次,第 3次,第 4次,節
5次,第6次の結集が行なわれた｡ サンガ (phutthachak)と,国家 (phraratchaanachak)と
は,互いに協力 して仏教を浄化 し (chamraphl･aphutthas畠sanE-I),よこしまなどクが仏法を害
うことを防いできたのは,以上のとおりである｡｣
t上 T,l･‥､.:｡･.二･,i:.-川 上 .:･.1･ .::... :日 ‥∴ !･.I :∴ し､:J.I .I,＼ .I,･.I,I.川...･l.I.∴ .∴巨 .A.I:I
tノL' 也l tノtJ
.別m n川 tY附 EJ了∩廿1yけ;TlⅦf]1m1-1∩3- nqm臼机 mJm 州 すごHM1Lm mL口m Tf)um Tn世1附 とM 帥 1m lL山 脈 ごヽ ▲ ~ ~-i -ヽ ---~ L■日~-.
亡J o ら I′l tノ q I tノ q
川mH1可1LP13J比PlVほとf)31Mum可1閃17fjE｣LJMlH｣門1〔戸凋机m L'ilL皿 情 とmllJLUmMF仰rjiJⅥ丁:Jlnt仙∩乍mna11此 丁ごつ1対1 ■
I/ r,
L･･L:･･LJ･q･.JLIL･'･7r:･.ここ:- い 芦lI:･㌦し十 ･･,A- :l･.･.;.･,I.,.- ; .:. 一･- ∵ 一･r･一 存 :･し.･L.=li.:nAI.･･･,･m
Ll.:, t.,iFJ∴.i:品 .Vl･.i:' I.1扇吊 !r.:,∴･.㌔､･.･･.lr.･･. ･ .,.､ ‥ ､汁 ･ ･ .I. - E 章.､.さ._:-:= ‥:.l･･
i.･L:::,l･lm . rl-日.･.∴ .,･.I.. ∴ ･/...･.II. .､二･･∴1･∴ 工 ･.i㍉ ･:j-｢ミJ.I,.･1 .I.. 1.,:. 一il二･:､･卜
tノ
鵬 品 扉 1日1日附 とn rlm )1m'/Lm 巾 ごしっ昂冒u 前 石)58)
｢サンガ令｣のテキス トについてみるならば,ラ-マ1~世王における ｢仏法の保護｣とは,
自治F]1体としてのサンガに物質的な援助 を与えるというiFIj極的なもo)にとどまらず,1日二の人の







｢サンガ令｣の第2布告は,俗人の師 打を受託 したバングワ- ･ヤイ寺の僧ラックの非行に
関して発布された布告であるo僧ラックは,在家の女イ- ･ペングの財17I･iを71'iかっていたが･
イ- .ペングはのちに不正を働いて処刑されて,その出船 ますべて官に没収されることとなっ












る｢｢サンガ令｣第5は,女犯のパーラージカを 犯 しながらこれを隠 してサンガの行事を行な
っていた僧マ～,および,ユー老人から甘言をもって金銭を騙 しとり,盗みのパ-ラージカに
触れた僧チュ～らo)不行跡についてのべた上,卜もしこの布割 こ従わず,四つ のパ-ラージカ
の罪を犯 した事実を秘匿 し,サンガの行事に参加 して,仏法を汚す者があるときは--･死罪に
定められた上,財産は官に没収され,その一族は重筈刑に処せられる｣と述べている｡
(首1u滝壷 附 とTr扉 1M n押 1品 し流 拓 式中 171石n比諭 1痛 論 比拓 し田山∩捕 Ⅵ揖 有川 u nBl細 雨品 臼
耶 =郎 刊 1緑 灯 佃ulL羅 1Ⅵ… -.可とし句流 し仙1¶論者揃 m L紺 前 uu｢¶前 L巌 揃 u明 1品玩 m m vn)6｡)
｢サンガ令J第9布 告は,すでに述べたとおり,女官と密通 してパ-ラ-ジカを犯 した僧マ
--シンの事件を契機として発せられた布吾であって,上記の第5布告と軌を一にするもので
あるが,この申に ｢国工が罰を下されることがない仏教の世界をかれの住家とさせてはならな
















石持:同家 と宗教にか/i/す る 一考察
ようにせよ｡ これは仏法興隆の道である｡｣
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害を所持するように定め,他所の佃を寺附 こ受け入れるに際 してそU)身許をあらたy)た 仁で入
寺を認めるようにした〔641
両 i:_LJ)仏教 ｢擁護_‖ノ)制裁的側 l1位 ,もっとも明確に示 した車件は,18Ol隼6月9E廿日‖｣'
ろう｡
この布告は,サンガU)堕落した状況を詳細 こ示 したのちG5),｢ここに,プララ-チ17-カナ,
ターナーヌクロム,宗務司 (sangkhak2-.tri-thammak云n) および学者 (ratchabandit) らに命
じ,相協力して,撫恥の徒と堕 したサンガを浄 化せ Ly)ようと調杏を進めたところ,甘美が判
明したU)で,128名 C/)僧を,山家界から還俗させ,後世U)人山これにならうことUうないよう,
還俗僧をすべて公尺 (phrailuang)と して,そし′)腕に 入墨,JiT施 した上,官C/)重い篠役に肢J
するよう命じてい,i)-
(uBmuqn mL耶ご71… mごmm甲 涌 ∩=冒む5- m 77両 品 川 rm ntMD17…け=示8品 山 田- q症巾 偏- u′.
｣加 古も u yJすごす1m1MJLl¶1品 剖肌 召!]可1∩Ⅵ丁=… m L仙円諭 引轟uLt引締nLmLl皿 ⅥF'Mmn前 1qnl川 前













サンガが ｢福田｣であるためには,｢清浄｣でなければ ならない｡ サンガの ｢清浄｣がそこ
なわれるとき,人はサンガへの信仰を失い,仏教は衰微する｡サンガにおける仏教的価値が,
持戒の中に特化 しているタイの社会にあって,｢清浄なサンガ｣とは,す ぐれて 持戒の 円満具












マ 11H｣こおける仏教 ｢擁護｣のこのこつの方向を町川奈に示 し出している｡
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補註 太陰暦の太陽暦換算は,すべて 抗 日¶- m¶円- 那川 250召叩 川Ⅵ1,I1966によった｡
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